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研 究

 難治アトピー性角結膜炎組織において免疫グロブリン遺伝子の発現の上昇
とともに、黄色ブドウ球菌に対する生体防御関連遺伝子群の発現が上昇
松田彰准教授、海老原伸行教授らの研究グループは、難治性かつ慢性重症のアトピー性角結膜炎患者

の結膜組織の微量サンプルを用いて網羅的な遺伝子発現解析を行い、眼表面の免疫グロブリン遺伝子と
黄色ブドウ球菌感染に対する生体防御に関連する遺伝子群の発現が上昇していることを発見しました。こ
れはアレルゲンによる慢性刺激によって眼表面の生体防御機構が再構築されたことを示しています。本研
究成果は眼表面での免疫グロブリン産生抑制と黄色ブドウ球菌感染制御をターゲットにした難治性アト ピー
性角結膜炎のの開発に役立つと考えられます。（Matsuda A, Asada Y, Suita N, et al. J Allergy Clin Immunol. 
2019;143(4):1610-1614.）

主な研究内容スタッフ

1.難治アレルギー性角結膜炎の病態解析と
新規治療法の開発

2.視覚障害の社会疫学研究
3.遺伝性網膜疾患の病態解析 と治療研究担当教授 村上 晶

2020年9月1日現在

主な研究テーマ

 高齢者の「見え方」をよくすることで社会参加を促進できる可能性
「見え方」（視覚障害）は、生活の質、自立、運動に影響を与え、転倒、けが、メンタルヘルス、

さらには認知機能、社会的機能など多くの領域と関連すると報告されています。一方、高齢
者個々人の社会参加（会やグループへの参加）は認知機能の維持に有効で、要介護予防に
なることが示されています。しかし、「見え方」と社会参加の関連については詳しく調べられて
いません。大学院生吉田悠人と平塚義宗先任准教授らは、22,291人の地域に在住する高齢
者を対象に「見え方」と社会参加の関連について調べました。
その結果、社会参加は
 見え方が「とてもよい」と1.6倍、「よい」と1.3倍に増え、「見えづらい」と0.6倍に減る

 見え方がよいと、会やグループへの参加が増え、特に「特技や経験を伝える活動」や「学
習・教養サークル」など、自発的な活動が増える

 見え方が悪いと、スポーツや趣味など、身体活動を伴う活動が減ることがわかりました。
この研究により「見え方」をよくすることで社会参加を改善できる可能性が示されました。

日本を代表する先進国では人口高齢化が加速しており、同時に「見え方」の悪い人（視覚障
害のある人）の数も増加します。「見え方」を改善する対策を進めることで、高齢者の社会参
加を促進できる可能性が示唆されています。

本成果は米国社会医学雑誌に掲載され、朝日新聞を始め多くの地方紙で報道されました。
（Yoshida Y, Hiratsuka Y, Kawachi I, Murakami A, Kondo K, Aida J. Soc Sci Med. 
2020;253:112959. doi:10.1016/j.socscimed.2020.112959）

図1： 難治性アトピー性角結膜炎の結膜組織を用
いたRNA-ｓeq法による網羅的遺伝子発現解析
患者上眼瞼に生じた増殖組織（巨大乳頭）[図中の
黄丸から抽出したRNA断片をゲノム配列上にマッ
ピングすることで遺伝子発現量を算出、対照結膜と
比較し、有意に発現が上昇した872個の遺伝子を
割り出しました[図中の緑丸］ 。



The potential of promoting social participation by improving the visual 
status of older population.

Vision reported to affect quality of life, independence and mobility, and is associated with 

many areas, including falls, injuries, mental health, as well as cognitive and social functioning. 
Social participation by individual older adults has been shown to be effective in maintaining 
cognitive functioning and preventing care needs. However, the relationship between visual 
status and social participation has not been studied in detail. We examined the relationship 
between vision and social participation among 22,291 elderly people living in the community.         
The results showed that social participation increased by 1.6 times for “excellent" vision, 1.3 
times for "good" vision, and decreased by 0.6 times for “fair/poor" vision. Better visual 
status increases participation in associations and groups, especially spontaneous activities 
such as involvement in “teaching skills /passing on experiences to others."  Poor vision was 
found to reduce activities that require physical activity, such as involvement in “sports 
groups.” This research has shown that social participation can be improved by improving 
vision. As the population of developed countries such as Japan is aging at an accelerated rate, 
the number of people with poor vision will increase. It has been suggested that measures to 
improve "vision" may help the elderly to participate in society. 
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Research

To elucidate the pathophysiological characteristics of refractory atopic keratoconjunctivitis 
(AKC), we investigated gene expression profiles using tissues of giant papillae obtained from 
patients with refractory AKC. We found upregulation of 47 immunoglobulin genes and 22 S. 
aureus infection-related genes in refractory atopic keratoconjunctivitis tissue by RNA-seq 
analysis, suggesting that lymphoid neogenesis and stimuli from infection are essential 
components of the disorder.
（Matsuda A, Asada Y, Suita N, et al. J Allergy Clin Immunol. 2019;143:1610-1614.)
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Figure 1. Clinical pictures of refractory AKC 
patients (left). Volcano plots of differentially 
expressed genes (FDR<0.05, fold change>2, shown 
in purple) in RNA-seq analysis

Figure 2. RNA-seq analysis revealed DEGs related to 
pathophysiology of refractory AKC. In addition to type 2 
inflammation related genes (black color), our study suggested 
local immunoglobulin production and host defense against S. 
Aureus (blue color) may be relevant to the pathophysiology 
of refractory AKC.

The results have been published 
in “Social Science and Medicine” 
and reported in many 
newspapers including the Asahi 
Shimbun.

（Yoshida Y, Hiratsuka Y, Kawachi
I, Murakami A, Kondo K, Aida J. 
Soc Sci Med. 2020;253:112959. 
doi:10.1016/j.socscimed.2020.112
959）

1.

2.

3.

Pathophysiological analysis of refractory allergic 

keratoconjunctivitis. 

Social epidemiological studies of visual impairment.

Pathological analysis and treatment research of inherited 
retinal diseases.
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国内学会発表 87 足立啓介　根岸貴志, 村上晶. 外斜視を主訴に眼科受診して判明した甲状腺機能異常の検討. 第75回日本斜視弱視学会総会, 浜松, 2019年6月14日-15日

国内学会発表 88 足立啓介, 平形寿彬, 浅田洋輔, 岩本怜, 松田彰. 濾過手術マウスモデルの濾過胞におけるぺリオスチンの役割. 第123回日本眼科学会, 東京, 2019年4月21日

国内学会発表 89
奥村雄一, 猪俣武範, 水野樹, 稲田英一, 川崎志保理, 天野篤, 村上晶. JCI認定に基づく周術期プロトコル標準化による水晶体再建術の手術室稼働時間の変化. 第42回日本眼
科手術学会学術総会, 横浜, 2019年2月1日-3日

国内学会発表 90 眞弓京, 神部友香, 根岸貴志, 村上晶. 小児顔面外傷における眼科所見の検討. 第44回日本小児眼科学会, 浜松, 2019年6月14日

国内学会発表 91 眞弓京. マントル細胞リンパ腫の化学療法施行中に眼窩内転移により視神経萎縮を来した1例. 第57回日本神経眼科学会総会, 札幌, 2019年10月4日-5日

国内学会発表 92
二宮以信. 春季カタル巨大乳頭組織における異所性リンパ濾胞の存在・機能・形成過程に関する研究. 平成30年度 環境医学研究所　第13回 若手研究発表会, 千葉, 2019年1月
25日

国内学会発表 93 森田修, 坂西良仁,  海老原伸行. 成人の斜視手術後早期に発症した視力予後の良好であった眼内炎の1例. 第73回日本臨床眼科学会, 京都, 2019年10月24日-27日

国内学会発表 94 森田修, 渡邉 慧, 坂西 良仁,  海老原伸行. 色素散布症候群に対して眼内レンズ交換とアーメドバルブ挿入術を施行した1例. 第30回日本緑内障学会, 熊本, 2019年9月6日-8日



国内学会発表 95 森田修. 血液透析時に両眼の眼圧上昇をきたした眼内レンズ逢着後の一例. 第3回Chiba J&J Ophthalmology Meeting, 千葉, 2019年3月15日

国内学会発表 96 森田修. 当院における緑内障診療. 千葉県南地区眼科勉強会, 千葉, 2019年1月21日

国内学会発表 97
安田向壱, 坂西良仁, 眞下圭太郎, 海老原伸行. 27G硝子体白内障同時手術におけるBarett式の屈折誤差についての検討. 第123回日本眼科学会総会, 東京, 2019年4月18
日-21日

国内学会発表 98 安田向壱, 坂西良仁, 眞下圭太郎, 海老原伸行. 27G硝子体白内障同時手術における Barrett式の屈折誤差についての検討. 千葉眼科集談会, 千葉, 2019年4月4日

国内学会発表 99 吉田悠人, 小野浩一, 梅屋玲子, 村上晶. 認知症患者における白内障手術前後の認知機能の変化. 日本成人病学会, 東京, 千代田会館, 2019年1月12日

国内学会発表 100
廣澤邦彦, 河本立徳, 稲垣圭司, 大越貴志子. Pachychoroid neovasculopathyに対するマイクロパルス閾値下レーザー症例検討. 第100回中央眼科集談会, 東京, 2019年7月
12日

国内学会発表 101
小岩千尋, 猪俣武範, 岩本怜, 山口昌大, 中谷智, 村上晶. 両眼に計9回のPTKを施行したホモ接合性Avellino角膜ジストロフィーの一例. 角膜カンファランス2019, 京都, 2019年2
月7日-9日

国内学会発表 102 小岩千尋, 神部友香, 根岸貴志, 村上晶. 頭蓋内病変に合併した斜視の特徴. 第75回日本斜視弱視眼科学会, 浜松, 2019年6月14日

国内学会発表 103
反田蓉子, 土至田宏, 大谷洋揮, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 松崎有修, 太田俊彦. 重症ドライアイに対する涙小管焼灼と涙点縫合による観血的涙点閉鎖術. 第72回静岡県眼
科医会集談会, 静岡, 2019年1月19日

国内学会発表 104
反田蓉子, 土至田宏, 大谷洋揮, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 松崎有修, 太田俊彦. 重症ドライアイに対する涙小管焼灼と涙点縫合の併用による観血的涙点閉鎖術. 第42回日
本眼科手術学会学術総会, 横浜, 2019年2月1日-3日

国内学会発表 105
反田蓉子, 東千晶, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 杉田丈夫, 松崎有修, 平井麻紀, 土至田宏, 太田俊彦. 乳癌に対するパクリタキセル療法中に嚢胞様黄斑浮腫を認めた1例. 令
和元年度静岡県東部眼科医会放談会, 沼津, 2019年9月12日

国内学会発表 106
反田蓉子, 東千晶, 朝岡聖子, 市川浩平, 林雄介, 杉田丈夫, 松崎有修, 平井麻紀, 土至田宏, 太田俊彦. 乳癌に対するパクリタキセル療法中に嚢胞様黄斑浮腫を認めた1例. 第
330回順天堂大学眼科症例検討会, 東京, 2019年9月18日

国内学会発表 107 木村芽以子, 坂西良仁, 海老原伸行. 若年者のフリクテン型マイボーム腺炎角結膜上皮症の2例. 第73回日本臨床眼科学会, 京都, 2019年10月24日-27日

国内学会発表 108 木村芽以子. 若年者のマイボーム腺関連角膜症. 第６回Chiba Ocular Surface Tear film Association COSTA, 千葉, 2019年3月23日

国内学会発表 109
藤尾謙太, 藤本啓一, 猪俣武範, 岩上将夫, 中村正裕, 平塚義宗, 奥村雄一, 岩田七奈美, 村上晶. ドライアイの重症化と抑うつ症状の関連:iPhoneアプリを用いた大規模臨床研
究. 第73回日本臨床眼科学会総会, 京都, 2019年10月24日

国内学会発表 110
小野純治, 土至田宏, 太田俊彦. マイクロモノビジョン法と両眼正視狙いを用いた焦点深度拡張型多焦点眼内レンズの術後成績. 第72回静岡県眼科医会集談会, 静岡, 2019年1月
19日

国内学会発表 111 小野純治, 土至田宏, 太田俊彦. マイクロモノビジョン法を用いた焦点深度拡張型多焦点眼内レンズの術後成績. 第34回JSCRS学術総会, 京都, 2019年6月28日-30日

国内学会発表 112 溝國友里香, 坂井満里奈, 根岸貴志, 平塚義宗, 村上晶. プリズム眼鏡の装用継続に関する因子の検討. 第75回日本弱視斜視学会総会, 2019年6月14日

国内学会発表 113 三宅正裕, 猪俣武範, 加藤浩晃, 秋山雅人. これからの「テクノロジー×臨床」の話をしよう シーズン3. 第73回日本臨床眼科学会総会, 京都, 2019年10月24日



国内学会発表 114
岩田七奈美, 猪俣武範, 中村正裕, 藤本啓一, 奥村雄一, 村上晶. 人工知能(AI)による蛍光染色下角膜上皮障害認識アルゴリズムの創出. 第73回日本臨床眼科学会総会, 京都,
2019年10月24日

国内学会発表 115 岩田七奈美, 猪俣武範, 中村正裕, 藤本啓一, 奥村雄一, 村上晶. 人工知能(AI)をもちいた蛍光染色下角膜認識アルゴリズム. 角膜カンファランス2019, 京都, 2019年2月8日

国内学会発表 116
安田明弘, 輿水純子, 大越貴志子, 山口達夫. 顆粒状角膜ジストロフィーに対するエキシマレーザー治療的角膜切除術後⾧期の追跡調査. 第43回日本角膜学会, 第35回日本角膜
移植学会, 京都, 2019年2月7日-9日

国内学会発表 117 山口達夫. 総会⾧企画4　翼状片手術を極める. 第42回日本眼科手術学会学術総会, 横浜, 2019年2月1日-3日

国内学会発表 118 大越貴志子. 黄斑の最新レーザー治療 黄斑疾患に対する閾値化レーザー治療. 第40回日本レーザー医学会総会 シンポジウム4, 浜松, 2019年10月19日-20日

国内学会発表 119 都筑賢太郎, 輿水純子, 大越貴志子, 山口達夫. 釣りの錘による鈍的角膜外傷の一例. 第43回日本角膜学会, 第35回日本角膜移植学会, 京都, 2019年2月7日-9日

国内学会発表 120 安田明弘, 輿水純子, 大越貴志子. High vaultが疑われ術中判断で垂直固定した後房型有水晶体眼内レンズ. 第42回日本眼科手術学会学術総会, 横浜, 2019年2月1日-3日

国内学会発表 121
河本立徳, 稲垣圭司, 大越貴志子. 糖尿病黄斑浮腫に対するOCT Angiography ガイド下マイクロパルス閾値毛細血管瘤凝固. 第123回日本眼科学会総会, 東京, 2019年4月
18日-21日

国内学会発表 122 稲垣圭司, 周尾卓也, 大越貴志子. 細胞傷害を引き起こさないマイクロパルス波がヒト網膜色素上皮細胞に与える効果. 第123回日本眼科学会総会, 東京, 2019年4月18日-21日

国内学会発表 123
武井達彦, 稲垣圭司, 大越貴志子. OCT Angiographyを用いた糖尿病黄斑浮腫に対するマイクロパルス閾値下レーザー前後の毛細血管瘤の評価. 第100回中央眼科集談会, 東
京, 2019年7月12日

国内学会発表 124
稲垣圭司, 周尾卓也, 大越貴志子. ヒトiPS細胞由来網膜色素上皮における細胞死のないマイクロパルスレーザー後のHSP70ファミリーの発現. 第34回日本糖尿病合併症学会 第25
回日本糖尿病眼学会, 大阪, 2019年9月27日-28日

国内学会発表 125 中村健太郎, 本田理峰, 添田尚一, 大越貴志子. 当院におけるトラベクトームの成績. 第30回日本緑内障学会, 熊本, 2019年9月6日-8日

国内学会発表 126
武井達彦, 稲垣圭司, 大越貴志子. OCTAを用いた糖尿病黄斑浮腫に対するマイクロパルス閾値下凝固前後の毛細血管瘤の評価. 第73回日本臨床眼科学会, 京都, 2019年10
月24日-27日

国内学会発表 127 大内雅之, 太田俊彦, 永田万由美, 飯田嘉彦. 前眼部術者のための、破嚢合併症処理. 第73回日本臨床眼科学会, 京都, 2019年10月24日-27日

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演

1
Ono K. Decorative Contact Lenses-related Eye Injury. The15thEducationUpdate Conference of The Ophthalmic Nurses Practitioner Association,
Thailand, Bangkok, Jan 24, 2019

特別講演・
招待講演

2
Inomata T. APAO-AAO-SOE Joint Session: Young Ophthalmologists Forum ’ symposium. The 2019 Congress of the Asia-Pacific Academy of
Ophthalmology, Bangkok. 2019年3月.

特別講演・
招待講演

3 太田俊彦. 白内障手術のトラブルシューティング. 第211回茨城県眼科医会学術講演会, 水戸, 2019年3月17日

特別講演・
招待講演

4 太田俊彦. 白内障手術のトラブルシューティング. 眼科学術講演会～ROCK in NAGOYA～, 名古屋, 2019年3月14日

特別講演・
招待講演

5 海老原伸行. 重症アレルギー性結膜疾患の病態・診断・治療. Up to date 2019, 第64回神戸眼科臨床懇話会, 兵庫, 2019年11月16日



特別講演・
招待講演

6 海老原伸行. アレルギー性結膜疾患とバリアー機能. 第2回日本眼科アレルギー学会ランチョンセミナー, 東京, 2019年11月10日

特別講演・
招待講演

7 海老原伸行. アトピー性皮膚炎に合併する円錐角膜の成因と治療. 第2回日本眼科アレルギー学会シンポジウム, 東京, 2019年11月10日

特別講演・
招待講演

8 海老原伸行. アレルギー性結膜疾患とドライアイ（アレルギーとドライアイのムチンを介した微妙な関係）. 第73回日本臨床眼科学会　ランチョンセミナー, 京都, 2019年10月25日

特別講演・
招待講演

9 海老原伸行. アレルギー性結膜疾患の病態・診断・治療のUp to date 2019. 第75回関東耳鼻咽喉科アレルギー懇話会, 東京, 2019年9月8日

特別講演・
招待講演

10 海老原伸行. 眼科以外の他科の先生が点眼薬を処方する際に注意する事（抗アレルギー点眼薬を中心に. 第285回浦安市医師会学術講演会，千葉，2019年5月20日

特別講演・
招待講演

11 海老原伸行. アレルギー性結膜疾患の病態・治療・バイオマーカー　Up To Date 2019. 千代田眼科医会学術講演会, 東京, 2019年5月10日

特別講演・
招待講演

12 海老原伸行. アレルギー性結膜疾患の病態・治療・バイオマーカー　Up To Date 2019. 北海道眼疾患カンファレンス, 北海道, 2019年4月6日

特別講演・
招待講演

13 海老原伸行. アレルギー性結膜疾患の病態と新規治療の可能性. 第127回日大眼科症例検討会, 東京, 2019年3月30日

特別講演・
招待講演

14 海老原伸行. 小児に見られるアレルギー性眼瞼結膜炎の診断と治療. 第12回 Oedo Pediatrics Conference（大江戸小児懇話会）, 東京, 2019年2月21日

特別講演・
招待講演

15 海老原伸行. 耳鼻科の先生に知って頂きたい最新のアレルギー性結膜疾患の病態・診断・治療. 東京都耳鼻咽喉科医会学術講演会・講習会, 東京, 2019年1月26日

特別講演・
招待講演

16 海老原伸行. こどものアレルギー性眼瞼・結膜疾患. 第50回筑波大学眼科集談会, 茨城, 2019年1月14日

特別講演・
招待講演

17 松田　彰. アトピー緑内障の成因と治療　（シンポジウム　難治性眼アレルギー疾患への挑戦）.  第68回日本アレルギー学会学術集会, 東京, 2019年6月16日

特別講演・
招待講演

18 松田　彰. 緑内障　（シンポジウム、アトピー性皮膚炎患者に対する眼科手術の術前・術中・術後管理）. 第2回日本眼アレルギー学会学術集会, 東京, 2019年11月10日

特別講演・
招待講演

19 土至田宏. 結膜断端部反転縫合法の応用と評価, 翼状片手術を極める（総会⾧企画）. 第42回日本眼科手術学会学術総会, 横浜, 2019年2月1日-3日

特別講演・
招待講演

20
土至田宏. 障害者総合支援法と円錐角膜、SJSに対する希少疾患用医療機器・輪部支持型HCL,処方の留意点, 「CL白熱教室2019,処方の基礎と応用」,コンタクトレンズ講習会. 第
62回日本コンタクトレンズ学会総会, 京都, 2019年7月6日-7月7日

特別講演・
招待講演

21 土至田宏. 原理と角膜への影響. 日本眼科学会オルソケラトロジー講習会, 第72回日本臨床眼科学会, 京都, 2019年10月24日-10月27日

特別講演・
招待講演

22 土至田宏. 原理と角膜への影響, オルソケラトロジー講習会, 第62回日本コンタクトレンズ学会総会, 京都, 2019年7月6日-7月7日

特別講演・
招待講演

23 土至田宏. 原理と角膜への影響. オルソケラトロジー講習会, 第123回日本眼科学会総会, 東京, 2019年4月21日

特別講演・
招待講演

24 土至田宏. コンタクトレンズに関する医療情報. 平成3１年度 医療機器・販売業の管理者に対する継続的研修, 千葉, 2019年11月30日



特別講演・
招待講演

25 土至田宏. コンタクトレンズに関する医療情報. 平成30年度 医療機器・販売業の管理者に対する継続的研修, 水戸市, 2019年1月25日

特別講演・
招待講演

26 土至田宏. 「コンタクトレンズの医療情報」. 医療機器販売業等の営業所管理者等に対する継続的研修, 神戸, 2019年7月9日

特別講演・
招待講演

27 土至田宏. 「コンタクトレンズに関する医療情報」（発展講習）. 平成30年度 医療機器・販売業の管理者に対する継続的研修, 静岡, 2019年1月26日

特別講演・
招待講演

28 土至田. 「コンタクトレンズに関する医療情報」（発展講習）. 2019年度 医療機器・販売業の管理者に対する継続的研修, 静岡, 2019年7月13日

特別講演・
招待講演

29 舟木俊成. 膠様滴状角膜ジストロフィ　過去・現在・未来. 　第123回日本眼科学会総会, 東京, 2019年4月19日

特別講演・
招待講演

30 根岸貴志. 斜視治療の歴史と最前線. 第11回昭和大学眼科学術研究会, 東京, 2019年1月16日

特別講演・
招待講演

31 根岸貴志. わかりやすい小児の検査 検影法の基礎②. 小児眼科診療セミナー, 東京, 2019年3月23日

特別講演・
招待講演

32 根岸貴志. 小児眼科・斜視手術のキーポイント. 第10回聖マリアンナ眼科臨床フォーラム, 川崎, 2019年5月18日

特別講演・
招待講演

33 根岸貴志, ケースレポートから考える斜視・小児眼科診療, 横須賀市眼科医会 横須賀Update seminar, 横須賀, 2019年7月2日

特別講演・
招待講演

34 根岸貴志. 小児眼科の緊急疾患. 日本眼科医会 第77回生涯教育講座　見逃せない!緊急対応を要する疾患, 東京, 2019年7月13日

特別講演・
招待講演

35 根岸貴志. 小児眼科の緊急疾患. 日本眼科医会 第77回生涯教育講座　見逃せない!緊急対応を要する疾患, 名古屋, 2019年7月20日

特別講演・
招待講演

36 根岸貴志. 小児眼科の緊急疾患. 日本眼科医会 第77回生涯教育講座　見逃せない!緊急対応を要する疾患, 福岡, 2019年9月1日

特別講演・
招待講演

37 根岸貴志. 小児眼科・弱視斜視診療の基礎知識. 第802回東京眼科集談会, 東京, 2019年8月8日

特別講演・
招待講演

38 根岸貴志. わかりやすい小児の検査 小児の検査 何歳からできる. 小児眼科診療セミナー, 東京, 2019年9月21日

特別講演・
招待講演

39 根岸貴志. ケースレポートから考える斜視・小児眼科診療. 第２回 眼科フレッシュ★All Starsの会, 神戸, 2019年9月22日

特別講演・
招待講演

40 根岸貴志. スポットビジョンスクリーナー(SVS)の適応年齢. ラジオ日経, 2019年9月24日

特別講演・
招待講演

41 根岸貴志. 術後外斜視の画像診断. 第73回 日本臨床眼科学会総会 インストラクションコース２ CT・MRIでもっとわかる!斜視の病態と治療, 京都, 2019年10月24日

特別講演・
招待講演

42 根岸貴志. 円蓋部切開. 第73回 日本臨床眼科学会総会 インストラクションコース２8 斜視手術のグローバルスタンダードを考える, 京都, 2019年10月25日

特別講演・
招待講演

43 根岸貴志. 後転内斜視の手術とボツリヌス療法. 第73回 日本臨床眼科学会総会 視能訓練士プログラム 後転内斜視の診断と検査のポイント, 京都, 2019年10月27日

特別講演・
招待講演

44 根岸貴志. 小児眼科の緊急疾患. 日本眼科医会 第77回生涯教育講座　見逃せない!緊急対応を要する疾患, 福岡, 2019年9月1日



特別講演・
招待講演

45 山口昌大.　角膜クロスリンキング　基礎から最新の話題まで. JSCRS, 京都, 2019年6月30日

特別講演・
招待講演

46 猪俣武範.　2019 年度日本抗加齢医学会研究奨励賞受賞講演. 第19回 日本抗加齢医学会総会, 横浜, 2019年6月,

特別講演・
招待講演

47 坂西良仁. 動脈硬化と網膜血管障害. 千葉市医師会学術講演会特別講演，千葉，2019年11月20日

特別講演・
招待講演

48 松崎有修. 視器の構. 第41回 眼科コメディカル静岡県講習会, 静岡市, 2019年2月10日

特別講演・
招待講演

49 浅田洋輔. The Roles of IL-25 and Detection of Tuft Cell in Ragweed-induced Chronic Allergic Conjunctivitis. 第25回京都コルネア, 京都, 2019年11月30日

特別講演・
招待講演

50
浅田洋輔. パパインコンタクトレンズを用いた自然免疫系マウスアレルギー性結膜炎モデルの確立. 第2回日本眼アレルギー学会総会インストラクションコース2 疾患モデルマウス, 浜松,
2019年11月10日

特別講演・
招待講演

51 山口達夫. 屈折矯正手術の変遷-病理を中心に-. 第100回中央眼科集談会, 東京, 2019年7月12日

特別講演・
招待講演

52 大越貴志子. DMEの治療戦略　-閾値下レーザーをどう活かすか?. 埼玉網膜疾患連携会, 埼玉, 2019年6月14日

特別講演・
招待講演

53 大越貴志子. わかりやすい閾値下レーザーの話. 第二回低侵襲網膜レーザーの会（Ｊ-ＳＭＩＬＥ）, 東京, 2019年4月18日

特別講演・
招待講演

54 大越貴志子. 黄斑疾患に閾値下レーザーをどう活かす. 第2回Akita Ophthalmic Seminar, 秋田, 2019年9月21日

特別講演・
招待講演

55 大越貴志子. 黄斑疾患に対する閾値下レーザー治療. 第21回沼津ベイエリア　眼科フォーラム, 沼津, 2019年9月26日

特別講演・
招待講演

56 大越貴志子. 黄斑疾患に対する閾値下レーザーについて. 第7回Urayasu Retina Club, 浦安, 2019年11月28日

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年月日等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 太田俊彦. 病院の実力「眼科」. 読売新聞朝刊, 2019年9月22日

その他
（広報活動を含む）

2 太田俊彦. 最新の白内障手術で頼れるクリニック・病院. 週間文春7月4日号, 108-109, 2019年7月（監修）

その他
（広報活動を含む）

3 太田俊彦. 白内障手術のトラブルシューティング. KOWA Ophthalmic Seminar in Gifu 2019, 岐阜, 2019年3月3日

その他
（広報活動を含む）

4 太田俊彦. 白内障手術 最近の話題. AMO社内講演会, 東京, 2019年10月31日

その他
（広報活動を含む）

5 海老原伸行. 第1回日本眼科アレルギー学会学術集会学会⾧報告. 日本眼科アレルギー学会平成30年度年次報告書, 2019,P3

その他
（広報活動を含む）

6 平塚義宗. スマートサイトによるロービジョンケア連携システム構築に関する研究.　日本医療研究開発機構　脳をこころの健康大国実現プロジェクト,　p31, 2019

その他
（広報活動を含む）

7 平塚義宗. どうしました　飛蚊症　網膜剥離が心配.　朝日新聞, 2019年5月22日



その他
（広報活動を含む）

8 平塚義宗. 放置してはいけない高齢者の「眼の病気」.　週刊朝日, 2019年8月16-23日号, 70-73

その他
（広報活動を含む）

9 平塚義宗. 「眼の不調放置しないで」認知症,抑うつ状態も改善できる,その訳は?」.　ケアマネジメントオンライン　https,//www.caremanagement.jp/　2019年10月10日

その他
（広報活動を含む）

10 土至田宏. 解剖・生理「眼科系」. 消防職員専科教育救急科に係る講師, 静岡市, 静岡県消防学校, 2019年1月10日.

その他
（広報活動を含む）

11 土至田宏. 目の充血目が赤くなった!危険?それとも?. 順天堂大学医学部附属静岡病院第79回市民公開講座, 2019年7月18日.

その他
（広報活動を含む）

12
土至田宏. 現代人の角膜が危ない?対応のヒントを探る. 日経電子版. 日経ウェルエイジング. https,//style.nikkei.com/article/DGXZZO51787050V01C19A1000000/
2019.11.16.

その他
（広報活動を含む）

13 土至田宏. 肌だけじゃない!これからの季節目の乾燥にも注意．テレビ朝日,羽鳥慎一モーニングショー. 2019年11月7日

その他
（広報活動を含む）

14 土至田宏. 令和時代の角膜危機. 角膜上皮障害の対処法とビタミンA. メディアセミナー. 2019年11月8日

その他
（広報活動を含む）

15 梅屋玲子. 千葉県眼科医会総会・男女共同参画講演会,「子育てのブランクを経て大学病院に復帰した道のりと現況」. 千葉,　幕張メッセ国際会議場, 2019年7月14日

その他
（広報活動を含む）

16 梅屋玲子. 第７回Urayasu Retina Club 「女性医師の働き方,復職支援制度を利用したケース」. 千葉, 浦安ブライトンホテル, 2019年11月28日

その他
（広報活動を含む）

17 猪俣武範. IoMTで日本あらたな医療の形を実現する. Top Researchers,http,//top-researchers.com/?p=2470. 2019年4月9日掲載

その他
（広報活動を含む）

18 猪俣武範, 岩田七奈美, 藤尾謙太. Asia Dry Eye Summit Travel Grant 2019, Asia Dry Eye Society, 2019年11月.

その他
（広報活動を含む）

19 猪俣武範. 令和元年度公益財団法人日本眼科学会学術奨励賞, 公益財団法人日本眼科学会, 2019年10月

その他
（広報活動を含む）

20 猪俣武範. 岩田七奈美, 藤尾謙太, Asia Dry Eye Society. Asia Dry Eye Summit Travel Grant 2019, 10月

その他
（広報活動を含む）

21
猪俣武範. Risk Factors for Severe Dry Eye Disease: Crowdsourced Research Using DryEyeRhythm. 公益財団法人日本眼科学会, 令和元年度公益財団法人日本
眼科学会学術奨励賞,2019 

その他
（広報活動を含む）

22
猪俣武範, 中村正裕, 岩上将夫, 海老原伸行, 武藤香織. 患者・市民参画によるスマートフォンアプリケーションを用いた花粉症の自覚症状の見える化と重症化因子解明のための研究.
AMED: 国立研究開発法人日本医療研究開発機構: 免疫アレルギー疾患実用化研究事業, 2019

その他
（広報活動を含む）

23
猪俣武範. iPhoneアプリ「アレルサーチ」による花粉症の症状と予防行動のビッグデータ解析. 公益財団法人一般用医薬品セルフメディケーション振興財団: 平成31年度(2019年)調査・
研究助成

その他
（広報活動を含む）

24 猪俣武範. シングルセルRNAseqを用いた角膜移植における制御性T細胞の可塑性の解析. 公益信託三島済一記念眼科国際交流基金, 国内研究助成, 2019

その他
（広報活動を含む）

25
Usui-Ouchi A, Friedlander M. Anti-VEGF therapy: higher potency and long-lasting antagonism are not necessarily better. J Clin Invest, 2019; 129(8):
3032-3034

○

その他
（広報活動を含む）

26 松崎有修. コンサルテーションコーナーエキスパートに聞く. IOL & RS 33(2): 375-382, 2019年6月



その他
（広報活動を含む）

27 松崎有修. 第7回JSCRSウィンターセミナー印象記. IOL & RS 33(2): 393-394, 2019年6月

その他
（広報活動を含む）

28 浅田洋輔. 順天堂大学医学部後援会, 2019年度, 学術奨励賞準賞

その他
（広報活動を含む）

29 市川浩平. APACRS2018 印象記. IOL & RS 33(1): 200-202, 2019年3月

その他
（広報活動を含む）

30 平形寿彬. 第67回 日本臨床視覚電気生理学会　学会優秀賞, 2019

その他
（広報活動を含む）

31 古賀暖子, 梅屋玲子, 酒見郁圭, 吉田悠人, 小野浩一. 典型的な経過を示した猫ひっかき病の一例. 江東眼科学術研究会,　ホテルイースト21東京, 2019年7月25日

その他
（広報活動を含む）

32 吉田悠人,　梅屋玲子,　小野浩一. 当院における臨床研究～疫学・生物統計学の第一歩～. 順天堂大学眼科症例検討会、2019年7月20日

その他
（広報活動を含む）

33
Hirosawa K, Ohkoshi, K. "Novel Applications” Subthreshold laser photocoagulation for Pachychoroid neovasculopathy. EURETINA LIGHT 5, Paris, Sep
4, 2019

その他
（広報活動を含む）

34 大越貴志子. 書評　実践　黄斑疾患. 著者　湯澤美都子, 日本の眼科, 2019; 90（2）: 235

その他
（広報活動を含む）

35 大越貴志子. 日本の眼科　第700号　記念企画　編集委員より　編集委員としての6年間. 日本の眼科, 2019; 90（7）: 840

その他
（広報活動を含む）

36
Ohkoshi K, Inagaki K. "Diabetic Macula Edema"Minimally invasive laser treatment combined with intravitreal injection of anti-vascular endothelial
growth factor for diabetic macular oedema. EURETINA  LIGHT 5, Paris, Sep 4, 2019

その他
（広報活動を含む）

37
Ohkoshi K, Inagaki K, Hamada M. Micropulse therapy combined with anti-VEGF for diabetic macular edema. AAO IRIDEX, San Francisco, Oct 11-15,
2019

その他
（広報活動を含む）

38
大越貴志子, 村田敏規, 三浦央子, 野崎実穂, 高村佳弘, 高綱陽子, 瓶井資弘. 新しい時代の網膜レーザー治療. 第73回日本臨床眼科学会インストラクションコース29, 京都,
2019年10月24日-27日

その他
（広報活動を含む）

39 大越貴志子. パキコロイド関連疾患に対する閾値下レーザー. 第2回Midtown Ophthalmic Network, 東京,　2019年7月17日

その他
（広報活動を含む）

40 大越貴志子. DMEに対する抗VEGF・閾値下レーザー併用療法. Novartis Pharma Web Symposium, 横浜, 2019年7月24日

その他
（広報活動を含む）

41 大越貴志子. 閾値下レーザーはどこまで有効か?. Japan Macula Club 第21回学術講演会, 蒲郡, 2019年8月24日-25日

その他
（広報活動を含む）

42
堀裕一, 土至田宏. ドライアイがうつリスク招く?角膜と視機能守るケア. 日経電子版. 日経ウェルエイジング.
https://style.nikkei.com/article/DGXMZO50995830V11C19A0000000?page=32019.10.23

その他
（広報活動を含む）

43
Komoto T, Ohkoshi K. "Diabetic Macula Edema" OCTA guided threshold laser photocoagulation using micropulse laser for persistent diabetic macular
edema with leaking microaneurysm. EURETINA  LIGHT 5, Paris, Sep 4, 2019

その他
（広報活動を含む）

44
稲垣圭司, 周尾卓也, 大越貴志子. 細胞傷害を引き起こさないマイクロパルス波がヒト網膜色素上皮細胞に与える効果. 第二回低侵襲網膜レーザーの会（Ｊ-ＳＭＩＬＥ）, 東京,
2019年4月18日
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